
１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

令和3年度　豊田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

　ケアプラザという公の立場を意識し、ハートページ
等の資料を提示した上でサービス提供事業者を選択
してもらうなど、特定の事業者や利用者への利益誘
導等に陥らないよう公正中立を常に意識し、業務に
努めます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

　「社会福祉法人横浜市社会福祉協議会の保有する
個人情報の保護に関する規程及び個人情報保護に
関する方針」に基づき、全職員が統一した認識とルー
ルによって個人情報の保護にあたるよう努めます。ま
た、職員全員を対象にした個人情報保護に関する内
部研修を実施し、意識啓発を図ります。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

　要支援1・2と認定された高齢者が日常生活におい
て具体的な生活目標を持ちながら生活を送っていた
だけるように、利用者と家族との協働作業による介護
予防プランの計画作成を行います。

管理者・保健師等1名（常勤兼務）、
主任ケアマネジャー1名（常勤兼務）,社会福祉士2名
（常勤兼務）、予防プランナー3名（非常勤専任）

居宅介護支援事業

　利用者・家族の話をしっかり傾聴し、利用者のニー
ズや意向に基づいたケアマネジメントを行います。ま
た、介護支援専門員のケアマネジメントの向上を図
り、また抱えた課題を組織で解決し、解決のノウハウ
を蓄積します。
　法令を遵守し、安定した介護報酬を確保します。

管理者・介護支援専門員1名（常勤専任）
介護支援専門員1名（非常勤専任）

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

介護保険で「要介護」「要支援」と認
定を受けた方に、日帰りで食事・入
浴・機能訓練などのサービスを提
供し、ご本人やご家族の日常生活
を支援します。

【実施日数】　年間360日（休日：
12/29～1/3）
【提供時間】　10:15～15:20
【定員】
　31名（通所介護・第1号通所介護
合計）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】



利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

管理者1名(常勤)、生活相談員3名
(常勤)、
介護員13名(非常勤)、看護師(機能
訓練指導員) 4名(非常勤) 、送迎
運転員4名(非常勤)、調理員5名(業
務委託)

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

■通所介護　1割負担分（ご利用1
回につき）
（要介護1）608円、（要介護2）719
円、（要介護3）829円、
（要介護4）939円、（要介護5）1,050
円
食費負担　800円
（食事キャンセル料457円）
各種加算　サービス提供体制強化
加算Ⅱ　20円
入浴加算Ⅰ 43円

■第1号通所介護　1割負担分（ご
利用1回につき）
（要支援1）1,775円、（要支援2）
3,638円
食費負担　800円（食事キャンセル
料457円）
各種加算
体制強化加算Ⅱ（要支援1）78円、
（要支援2）155円



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

18,181,000 18,181,000 18,181,000 横浜市より

264,000 264,000 264,000

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

3,207,040 3,207,040 3,207,040

21,652,040 0 21,652,040 0 21,652,040

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,633,000 0 11,633,000 0 11,633,000

8,320,000 8,320,000 8,320,000

800,000 800,000 800,000

1,000,000 1,000,000 1,000,000

20,000 20,000 20,000

15,000 15,000 15,000 ハマふれんど

1,478,000 1,478,000 1,478,000

0 0

1,358,000 0 1,358,000 0 1,358,000

20,000 20,000 20,000

350,000 350,000 350,000

0 0

200,000 200,000 200,000

200,000 200,000 200,000

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0

100,000 100,000 100,000

0 0

100,000 100,000 100,000

10,000 10,000 10,000

48,000 48,000 48,000

250,000 250,000 250,000

0 0

80,000 80,000 80,000

0 0

306,000 0 306,000 0 306,000

42,000 42,000 42,000 予算：指定額

264,000 264,000 264,000

0 0

6,976,000 0 6,976,000 0 6,976,000

3,500,000 3,500,000 3,500,000

1,436,000 1,436,000 1,436,000

300,000 300,000 300,000

1,440,000 0 1,440,000 0 1,440,000

空調衛⽣設備保守 300,000 300,000 300,000

消防設備保守 60,000 60,000 60,000

電気設備保守 80,000 80,000 80,000

害⾍駆除清掃保守 50,000 50,000 50,000

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 950,000 950,000 950,000

0 0

300,000 300,000 300,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

905,040 0 905,040 0 905,040

0 0

905,040 905,040 905,040

0 0

0 0

0 0

21,652,040 0 21,652,040 0 21,652,040

0 0 0 0 0

264,000 0 264,000 0 264,000

264,000 0 264,000 0 264,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和3年度　「豊田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,554,000 29,554,000 29,554,000 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0

0 0

2,035,000 2,035,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

2,035,000 2,035,000 2,035,000

37,545,000 0 37,545,000 0 37,545,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

32,535,000 0 32,535,000 0 32,535,000
23,904,000 23,904,000 23,904,000
4,346,000 4,346,000 4,346,000
2,700,000 2,700,000 2,700,000

50,000 50,000 50,000
35,000 35,000 35,000 ハマふれんど

1,500,000 1,500,000 1,500,000
0 0

1,303,000 0 1,303,000 0 1,303,000
100,000 100,000 100,000
254,000 254,000 254,000

0 0
200,000 200,000 200,000
200,000 200,000 200,000

0 0 0 0 0
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0
100,000 100,000 100,000
20,000 20,000 20,000
50,000 50,000 50,000
50,000 50,000 50,000
50,000 50,000 50,000

229,000 229,000 229,000
0 0

50,000 50,000 50,000
0 0

1,104,000 0 1,104,000 0 1,104,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
154,000 154,000 154,000
220,000 220,000 220,000 予算：指定額

0 0
2,477,000 0 2,477,000 0 2,477,000

900,000 900,000 900,000
250,000 250,000 250,000

100,000 100,000 100,000
1,227,000 0 1,227,000 0 1,227,000

空調衛⽣設備保守 100,000 100,000 100,000
消防設備保守 50,000 50,000 50,000
電気設備保守 60,000 60,000 60,000
害⾍駆除清掃保守 50,000 50,000 50,000
駐⾞場設備保全費 0 0
その他保全費 967,000 967,000 967,000

0 0

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

37,545,000 0 37,545,000 0 37,545,000
0 0 0 0 0

262,000 0 262,000 0 262,000
262,000 0 262,000 0 262,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和3年度　「豊田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

7,640 7,640 14,244 14,244 77,260 77,260 0

0 0 0 7,640 0 7,640 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防ケアマネジメント
費

0 7,640 7,640 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 15,280 0 15,280 14,244 0 14,244 77,260 0 77,260 0 0 0

0 6,464 6,464 13,232 13,232 46,766 46,766 0

0 33 33 38 38 122 122 0

0 105 105 750 750 23,573 23,573 0

0 0 0 0 0

0 6,887 0 6,887 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 6,887 6,887 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 13,489 0 13,489 14,020 0 14,020 70,461 0 70,461 0 0 0

0 0 0 1,791 0 1,791 224 0 224 6,799 0 6,799 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和3年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：豊田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

＜シートの保護について＞

このシートに保護はかけていません。行・列の挿入・削除も可能です。

この事業区分により難い場合は、列の追加や統合

をしていただいて結構です。



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

7,640 7,640 14,244 14,244 77,260 77,260 0

0 0 0 7,640 0 7,640 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防ケアマネジメント
費

0 7,640 7,640 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 15,280 0 15,280 14,244 0 14,244 77,260 0 77,260 0 0 0

0 6,464 6,464 13,232 13,232 46,766 46,766 0

0 33 33 38 38 122 122 0

0 105 105 750 750 23,573 23,573 0

0 0 0 0 0

0 6,887 0 6,887 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 6,887 6,887 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 13,489 0 13,489 14,020 0 14,020 70,461 0 70,461 0 0 0

0 0 0 1,791 0 1,791 224 0 224 6,799 0 6,799 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和3年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：豊田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



笠間地域ケアプラザ

1 ぴよぴよランチ H23年
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

子育て支援。乳幼児とその保護者の仲間
作り、ストレス軽減、ちょっとした相談場所
を提供する。

乳幼児

区役所事業（地域育児教室、子育て支
援）の後時間をフリースペースとし、昼食
が摂れる場とする。主任児童委員、民生
委員の見守りで、母親同士が買い物やト
イレにゆっくり行けたり、ちょっとした相談
ができる。
毎月第1金、第3水曜日（年24回）

2 出張！駅ひろば H23年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て支援。広い場所でのびのび遊ぶこ
とを目的とする。

乳幼児

「親子の駅ひろば」より職員が出張し、乳
幼児親子を対象としたイベントを行う。

6月、9月、12月、2月（年4回）

3 ゆうわ館で水遊びしよっ！ H24年
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

①夏季の遊び場提供
②養育者のストレス軽減
③地域活動者と住民の関係づくりの場
④中学生の地域活動の場の提供

乳幼児

ゆうわ館の駐車スペースにビニールプー
ルを用意し、プール遊びを実施。室内遊
びも出来るよう館内にはおもちゃを用意。
水の入れ替え時間をおやつタイムとし、更
生保護女性会のPRを行う。地域の中学生
がボランティアとしてお手伝い。
7月、8月（年3回）

4
親子ｄe遊ぼう！
わくわくタイム

H14年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

①近い年齢の子ども、養育者への遊びの
機会提供
②公立保育園との距離が遠い地域の為、
公立保育園とのつながりを作る。

乳幼児

公立保育園2園の協力で開催。
集団遊び、親子遊びを提供。

10月（年1回）

5 にこりんく共催事業 H25年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

にこりんくのアウトリーチ事業。
にこりんくとケアプラザの機能周知の場。

乳幼児

地域の養育者の興味関心のあることを題
材にイベントを開催

9月（年1回）

6 さかえおもちゃ病院 H17年
１：地域活動交
流事業

1　優先的に取
り組み

大切なおもちゃを直すことなどを通じて、
子どもの健全育成の手助けをする。

子ども

ボランティアによるおもちゃの修理。壊れ
たおもちゃを持参いただき、直してもらい、
長持ちするよう使い方などを改めて教えて
もらう。
毎月第2日曜日（年12回）

7 コドモアートキャラバン H30年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

区民文化センターリリスのアウトリーチ事
業への協力。

子ども

アートを始める第一歩として、アーティスト
を招き親子で芸術に触れる。

12月（年1回）

8 障がい児余暇支援 H25年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

①特別支援学校、個別支援級に通う小中
学生の余暇の場の提供
②保護者や関係機関、地域に対して、相
談機能を有するケアプラザを周知する
③中学卒業後の障がい児の地域とのつ
ながりの場の提供

障害者

基幹相談支援センターの協力を得て、地
域で暮らす障害児が楽しめる、春夏秋冬
の季節に合わせたイベントを開催する。

8月、10月、12月、3月（年4回）

9 ボッチャ交流イベント R2年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の障がいを持つ方から高齢者まで一
緒に楽しめるようなイベントをおこない、ふ
れあえるきっかけ作りをする。 障害者 地域

障がいのある方と地域の方との交流とし
て、ボッチャを一緒におこなう

調整中（年1回）

10 出張相談会 H30年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザおよび地域包括支援センター
機能の周知。

ケアプラザから遠いエリアの地域住民へ、
包括へ相談する機会を提供。

地域 高齢者

地域サロンに出向き、相談機能の周知
や、個別相談を行う。

時期未定

11 湯った～りサロン（未定） R１年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

町内会・老人会・ケアプラザ・介護老人保
健施設そして民間企業との共催事業。「福
祉・医療等に関する情報発信と具体的な
活動の場」とする。

地域 高齢者
田谷町にある「湯快爽快たや」にて開催
　
※コロナウィルスの影響により未定

12 買い物支援プロジェクト R1年
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

買い物弱者（特に高齢者）を対象とし、買
い物に関する課題解決についての検討

地域

・多様な買い物の方法について検討し、情
報収集や発信を行う。

（随時）

13 買い物支援（移動販売車誘致） R1年
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

見守りや地域のつながりも視野に入れ
た、移動販売車を誘致

地域
移動販売車による買い物支援

毎週

14 移動支援（乗合タクシー） R1年
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

サロン・通院・地域活動拠点までの移動
等に不便を感じている方を対象にした乗
合タクシーの活用 地域

区内タクシー2社による乗合タクシーの有
効活用

15 ボランティア親睦会 H30年 ５：共催（１と３）
２：発展させる
ねらい

ボランティア活動支援

地域

ケアプラザに登録し活動している個人・団
体に感謝を伝え、今後の活動継続に繋げ
る。
自己紹介。意見交換・情報交換。
秋～冬（年1回）
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(複数選択
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開始
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事業
事業の
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実施
回数

延べ
参加
人数

令和3年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

16

栄区地域ケアプラザ
6館合同自主企画
よこはまシニアボランティアポ
イント登録研修会

H24年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

①身近な会場で研修会を受けていただく
機会の提供
②ボランティア拡充 高齢者

よこはまシニアボランティアポイントの概
要やボランティアについての講習。受講者
にはボランティアポイントカードが発行さ
れる。
11月（年1回）

17
ちょこっとボランティア
連絡会

H28年
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

住民同士の支え合い・助け合い活動を行
なっている団体同士が顔を合わせ、現状
や課題を共有し、今後の活動に向けて連
携をはかる

地域

栄区内で活動する団体にお集まり頂く。
テーマを決めての勉強会、意見交換等。

8月、2月（年2回）

18 貸し館団体連絡会 H30年
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

施設利用ルールの説明を行い、福祉保健
活動を積極的に行っていただけるよう情
報提供を行う

地域

・施設利用ルール説明
・福祉保健活動記録の提出について
・災害時の対応について（避難経路の確
認）
・団体からの要望聴取、意見交換等
1～2月（年1回）

19 かさまごはん H30年
３　生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

地域住民が食を通じて顔見知りになる
きっかけの場を提供する。孤食・閉じこも
り・引きこもり等の対策につなげる。 地域

・ボランティアによる夕食の提供、住民の
交流。

4、6、8、10、11、12、2、3月 第4木曜日（年
8回）

20 地域ケア会議 H24年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者が住み慣れた地域で、出来るだけ
安心して暮らし続けるために、住みよい地
域を作る（地域包括ケアシステムの構築）

地域 事業者

実際に支援や見守りを行う実践者が集ま
り、個人の心配事、困りごとの話し合い、
個人を支える地域でのネットワークづくり
を行う。この「個別ケース地域ケア会議」を
積み重ねることにより、地域内の共通課
題を探り「包括レベル地域ケア会議」の開
催に繋げる。年3回程度

21
認知症サポーター
養成講座

H22年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症の人と家族が安心して暮らせるま
ちづくり

地域

地域のキャラバンメイトと共に実施。受講
者には認知症の人と家族を温かく見守る
サポーターの証である「認知症サポーター
カード」を配布。ケアプラザが企画する他、
地域の団体や機関の依頼に応じて実施
する。
年数回

22 介護者のつどい H22年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者支援。介護の難しさや悩みを抱え
ている介護者に対して、介護に役立つ勉
強会や情報提供を行いながら、介護者同
士のお互いの悩みを話し合ったり情報交
換が出来るような場を提供する。

地域 高齢者

介護者同士の懇談、専門家からの情報提
供

5月、10月、2月（年3回）

23 権利擁護相談会 H26年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

身近なケアプラザで専門家に成年後見・
遺言・相続などの相談が出来る場を作る
ことにより、成年後見制度の利用促進、ま
たは自分らしい「老い支度」を支援する。

高齢者 地域

司法書士・行政書士による個別相談会

9月～11月、各ケアプラザで1回ずつ開
催。

24 終活講座 H22年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

栄区版エンディングノート「SAKAEシニア
ライフノート」の普及啓発。高齢者が人生
の最期まで自分らしく生きることができる
よう、自らの意思で自身の生き方を選択
できるよう支援する。

地域

専門家による講義
「成年後見と家族信託」
「エンディングノートの書き方講座」

10月、11月

25
地域に広げよう
転倒予防体操

R1年
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

地域の高齢者の転倒事故を防ぐための
普及啓発を行うとともに、転倒予防体操を
身に着け、地域に広めていく人材の発
掘、育成を行う。

高齢者 地域

転倒予防体操（講師：加藤有里先生/ケ
ア・ウォーキング普及会 健康運動指導
士）

5月（年1回）

26 医療講演会 H22年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

在宅医療・介護連携推進

高齢者 地域
近隣の医療機関の医師による講演会

時期未定（年1回）

27
出張講座
「健康長寿さかえ講座」

R3年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

栄区役所が作成した「健康長寿さ・か・え
応援ノート」を中心にした介護予防の普及
啓発

高齢者 地域

健康長寿さかえの解説（ロコモ予防、口腔
機能向上、栄養指導、社会参加）、笠間地
区は”栄養”課題を重点に行う。栄区版エ
ンディングノート「SAKAEシニアライフノー
ト」の周知も合わせて行う。少人数で行え
るよう、9カ所の地域を回る予定。10月以
降。

28 ウォーキング講座 R3年 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

新型コロナウィルス感染防止のため、屋
外での介護予防活動が推奨されている。
ウォーキングを通した地域活動のきっか
けづくりと自主化の支援をする。

高齢者 地域

ウォーキング及びポールウォーキングを
体験しながら、その効果的な方法を学ぶ。
ロコモ予防、口腔機能向上、社会参加を
促す内容を盛り込む。

29 心の健康講座 R3年 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

新型コロナウィルスの影響で、人と関わる
機会が減り、閉じこもり、うつが増加してい
る。心の持ち方を変えていくことで、閉じこ
もりを防ぎ行動変容を促す。

高齢者 地域

幸せアップ実践ワークブックを活用し、ダ
イヤ財団の協力を得て、個別に取り組
み、継続できるよう支援する。
ダイヤ財団による調査に協力し、今後の
取り組みに生かしていく。

30 サロン出前講座 H27年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者の健康長寿の延伸の意識を高め
ていく。

サロン参加者の体調の変化を出来るだけ
早く察知し、支援の結びつく体制を作る。

高齢者 地域
介護予防、転倒予防、疾病予防、認知症
予防等の出前講座（実技を含む)

31 はまレク講座 R2年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

コロナ禍で、”はまレク”の開催が難しい状
況にあり、また、今年度保健活動推進員
の入れ替えがある。保健活動推進員自身
の健康増進や、地域での活動に求められ
る知識を学び、”はまレク”の再開に備え
る

地域

計測、はまちゃん体操ポイント説明、健康
長寿さかえ、栄養、転倒予防う、口腔ケア
等

4～9月
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■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

32 リーダー研修会 R2年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

元気づくりステーションで自主的に活動し
ているグループの活動支援をする。

高齢者 地域
菅原先生のビデオ視聴等

時期未定

33 かさまケアマネサロン H27年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアマネジャーのケアマネジメントスキル
向上と知識（医療や制度等）を深めること
を目的とする。 事業者

ケアマネジメントに必要な技術・知識を学
ぶ。
・高齢者の身元保証と終活を考える
・対人援助技術について等
・事例検討会
4月、11月、2月（年3回程度）

34
在宅医療相談室との
共催事業

R2年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

医療機関との連携強化に伴い、栄区の医
療相談室を窓口として、栄区医師会とも連
携を図り、事例検討会や多職種連携の分
野で、医療と介護の課題についての研修
を開催。対象者への学びの場として位置
付ける

事業者

≪多職種連携事業≫5月「もしばなカード」
≪ケアマネ支援≫10月「対人援助技術」
（ｹｱﾏﾈ・新任研修兼ねる）
≪その他≫認知症のVR体験　ACP普及
講座

35
医療との連携推進
「薬局薬剤師との懇談会」

H27年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域の中で最も身近な医療機関である薬
局。その薬剤師との交流から、地域に向
けて薬剤師のできること・役割について話
し合い、多職種との協働も同時に考え具
体的な活動を行っていく。

事業者

事例検討や勉強会、ケアマネをはじめ
サービス支援者との懇談

（年3回程度）

36 施設協力医との懇談会 R2年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

施設協力医と包括をはじめ、ケアマネや
サービス事業者との関係の構築と連携強
化を目的として定期的な懇願を行う。 事業者

・テーマを設けた情報交換
・事例の検討
・医療相談　　　等
（毎月第4木曜日）

37 高齢者虐待出前講座 H26年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者虐待の予防・早期発見

事業者 その他

介護保険事業所等に出向き高齢者虐待
についての出前講座を行う。栄区内地域
包括支援センター社会福祉士2，3名+区
高齢障害支援課ケースワーカー1，2名の
構成で実施。
依頼に応じて年数回

38
新任及び就労前
ケアマネジャー研修

H24年
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

居宅介護支援事業所の新任ケアマネ
ジャー又は、就労をこれからする予定の
者に対して、ケアマネジャー業務のスキル
アップを図る。

事業者

ケアマネジメント技術、対人援助技術、制
度やサービスについて、医療と介護の連
携について　等

10月　2月（年2回程度）

39

40

41
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